
関東山地ニホンジカ広域保護管理指針（H24.3 改訂）に係る対策実施体系 

 

◆関東山地ニホンジカ広域保護管理指針 

 

         問題解決に向けて実効性を高めるため、以下の実施計画を作成し、 

広域一体的に効率かつ効果的に対策を実施していく。 

 

●広域指針中期実施計画（5 か年） 

 

 

 

 

 

※広域協議会や専門家の検討会における検討を経て、５年に一度作成。ただし、計画期間

中においても、進捗状況等を踏まえ、適宜改正を行う。 

フィードバック     

●広域指針実施年次計画 （各年）  

 

 

 

※具体的な対策の実施内容については、実施者がそれぞれ作成する特定計画や、有識者会

議等の議論を踏まえ、実施者が決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：広域指針（H24.3 改訂）に基づくの対策の実施イメージ 

目標：対象地域内で広域一体的に保護管理を進めることにより、被害の軽減と個体群の

維持を図る。 

概要：期間、目標、対策内容等についてのアウトラインを示し、広域保護管理を推進す

る。 

（実施目標）実施項目に対応して５か年の実施目標を立てる。 

（実施項目）各目標の達成に向けた課題と具体的な対応策、その実施者を列記する。 

※各実施目標に対する具体的な実施項目と対策の実施者を明確にする。 

（行 程 表）５か年の行程表を作成する。 

（実施項目）中期計画に沿って、実施者ごとに、各年の事業実施項目を挙げる。 

（実施期間）１年間の事業の実施スケジュールを作成する。 
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図 関東山地シカ広域協議会と対策の実行体制 （H24.10 一部変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

関東山地ニホンジカ広域協議会 

 

 

 

 

 

 事務局：環境省（関東地方環境事務所） 

   ・広域協議会の運営事務 

・広域一体的な情報の共有と管理 

   ・広域指針の改訂及び年次計画の策定 

参加機関 

国  ：環境省、林野庁、農水省 

自治体：埼玉県、群馬県、長野県、山梨県、東京都 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ

参加： 

神奈川県 

専門家会議 

 ・科学的評価等の 

サポート 

 

対策の実施 

●都県 

鳥獣保護法・特定鳥獣保護管理計画（シカ） 

 個体数調整、被害防除、生息環境整備 

 モニタリング調査 等 

 

●国 

環境省 自然公園法等  

林野庁 森林法等 

農水省 鳥獣被害防止 

特措法 

 

市町村・猟友会・森林組合・各種ＮＰＯ・ＮＧＯ 

 




